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　の川づきあい活動と市民が

　つくった北川復元プラン／宮本善和
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|川越五河岸の繁栄　寺尾河岸　斎藤貞人１

　　「寺尾河岸」のことは「寺尾河1;!山来

λj」を見ることによっI（成SX過程が分か

る。寛政１５年(1683)に川越仙波東照

宮再建に際して、その建築資材を江戸か
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寺尾刈1;'の図

ら運送する為に、荒川筋の老S菱河岸（現

川赳ifi)とヽr力河1;!（現上尾市）に命じ

たか、作の渇水のために運送が不呵能で

あった。そこで内;ii (新河岸川）脇を捉

ｉ;した結果、寺Ｍ村『現川越il』）のj£反

111が船着場としｰ（利川111米る･μを允見。

寛永１０年(I 6 3 8) Aから秋にかけ

て、その地か利川された。その後、淑り

払いにな、たが、その折、Iな･t'iU (現川

越.ll)南畑（現富ｔ見巾）引Ｘ（現志木

､lj）のニケ哨のt'i H6が船の通行に支障

を与えた。そこで新たに板橋に代え船連

が一一便利､!rなり、４ｋｌド川岸が繁盛す

るようになｰ｡た。

　　1 .Vlfりl[j-,-ifl米;1;j には、

　（前文略）

　右乃通占米乃川岸i≫ffl潰し>l>≪lt八UI』孫

八収､y.ｙjllj;’只今繁Ｍ仕候･11、*llt二ぞ

リ候ﾉゝノゝ何人二而収､X一候哉相分り兼何
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'l'//>'、此度古置候者也

　　　　　　　寛政1･年り’ノ正Jl

　　　　　　　　　9り1氏　伝左祷i門

　とあり、筆名がこの山来､llをＳく心蝸

えを記している。同文､11は、寺jg河1;’の

元舶問M ＼J&U」（゛11:　河野保氏）に保

管されているが、新河岸川舟運の初期を

知る|こで肖咀である。この河岸場に舶問

111が公認されたのは安永３年( 1 7 7 4)

のこと、明治初年まで「中Ｍリ伊勢仙」

｜蔦細丿､li･野h4μ石川犀」１新Ｍ」=･洲崎



I SBIICASEI HASH lEIS　7014

Ｍ」の７軒の問屋があ、た。そして今で

もそれ等の名を巧みに織り込んだ七不思

議の唄を知･。てい

　　　古い家でも

る人が

あかr､l.今

｢新一

いる。
‾‾¬

ノ･流域の街道を行く　　　　　　　　ゝ＿

jrjwt≪fj？7:新河岸川の歴史と文化
ても関口家「鳥一」といっても蔦がない、｜

ドロ川まえの「石川屋μ中屋」といって

　･↓Cも端にある、奥なる閥Ｍが「人口MJ　　Ｉ

「蔵持」といっても蔵が無い。　　　　　、

　明治】０年代になると、同属は４軒に　｜

城、た。「蔦Ｍ」は、埼玉県西北部にi、！

灰販売を積極的にしている。

食會食食食食食食女★★★★★★★★★★食青食★貪女★食★★★★★★★食★★★★★食★女★

流域人インタピａ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県立所沢西高校科学郡

水質調査の意味がわかってきた3．大野和広
　　所沢西高校は、今年で飼立２０周年

　になる。科孚部はできて３年、それま

　では同好会としてバードウォッチング

　などの活動をしていた。いろんな事が

　出来るように科学郎と名前を変えたの

　が３年蔚で、ちょうどそのときに、新

　河岸川水系連絡会から身近な川の一斉

　調査の呼ぴかけがあｰ､た。今は、水質

　調査が郎としてのメインの活動になっ

　ている。

　普及はどんな活働を

　郎活動は月・水・金の週３回です。文

化祭などの行事があると、何かテーマを

決めてやります。

今年は、炎色反応とガラス細工をやりま

した。炎色反応をやるときに、ヤケドを

してしまった郎員もいます。

　現在、いつも動いている郎貝は５人位。

今の３年生は、最初８人人-、たのですが、

歿っているのは１人だけです。

　県内の高佼生同士の交流を目的として

毎年行われている科学膜で、西高は９６、

９７年は一郎地区晨だけでしたが、９８

年は中央展で発表しました。

　テーマは、所沢市北野最終処分場周辺

の河川水と地下水の澗査です

　　９７年の一斉一査で柳瀬川の竃気伝

　零度が急に高くな・ている所があり、

支流の六ツ家川がその原因らしいと気

付いて調査を始めた。六ツ家川は、最

終処分場の放流水が源流に流れ込んで

いるが、この水は塩化物イオンが異常

に高いので澗べたところ、ナトリウム

と塩素が非常に多く、カルシウム濃度

も高いことがわかぅた。

　地下水への彫響が懸念されるため周

　は出ていないと皿われる。ただし、剥

　ぺることができた井戸が限られている

　ので盾ドの槐れの様子がわからず、興

　べた方とは瀋う方自へ流れていること

　も考えられる。

　　また、六ツ家川は途中で伏流してい

　るのがわかり、伏流量も調べている。

－３年生として、後輩に引き継いでもら

いたいと皿りていることは

　原理も大事だが、処分場の職域にりえ

る彫響を考えていくということ。処分場

に近い学佼なのだから、自分達がやるべ

きことだと皿りています。

　１年のときは、水ばかりでいやだと思

ぅていたのですが、だんだん意味がわか

ってきました。将来は、できれば環境関

係に進みたいと思りています。

　科字郎は、やる気がない生徒が大勢い

るよりも、本ｉにやる気のあるヤツが少

しでもいればいいと息っています。
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流域の古杜寺騰（２）

　　　　二つの中氷川神社

　　　　　　　　　　　辰野　淳

　櫛瀬川の上挑に所沢市山口という

地区があり、その場所は戦国武符で

知られる山口小七郎家裁（武蔵七兌

村alj党）の居城の山口城がある。こ

れより約１００メー･トル＆上流に向

りた右手の111一帯に広がる硬造物の

あるところが山口の中水川神社であ

る。大島1!1近くには柳瀬川が流れ、

平行して西武狭山縁が走る。周辺に

は多くの社寺院が林立し、古道が走

る由緒ある地域にふさわしい。しか

し、かつて占境が存在したといわれ

ているが市街岫が神社の境内まで占

め、現況からは鳶い知ることはでき

ない。

　一方の三ケ島の巾水川神社は、東

川のj二流およぴ不老川Ｅ波に挟まれ

た地点に同神社が位置する。また所

沢・青梅街道上沿線にあり、古代か

ら交通の要所として知られている。

ところが、この二つの中米川神社の

うち、いずれが廷艮五(927)年

に編・された「鷲宮式神名帳」に記

す人問郡式内社五座のひとつに比定

されるかが悶瑞となぅている。今の

ところ物郎神社（北野天神社）と広

瀬神社（狭山市）の二廠だけが式内

社として判明している。践りの三麗

については根拠となる資料に乏しく

断定するにーっていない。従って両

社に閥する＆記録は中世剤に止どま

り、足利氏腐寄進状によれば「山口

郵内北野宮」とあり、短略的なＭ方

をすれば、この岫方の式内祉は北野

天神社ではなかりたかと以われる。

一方、北条氏叢判物には「武州人東

群ｇ寺郷Ξケ島村宝蔵坊」とあり、

式内社は『ケ目に在した可能性もな

4t､ない。

１

≫XMM≫､■涛Ｘ　　　　　新河岸川流域の一郎を含む荒川流域（下漉域を除く）にお
　　　　　　　　　　　　　いて、緩やかなネットワークづ　　を

荒川流域ネットワーク実行委員会

【概　要】

　水質の浄化と良好な川辺環境の保全、流域市民団体間の
交漉、関係行政との意志疎通等を目指し、1995年6月に設
立された任意組織。流域で活動する環墳関連団体や文化団

体で構成されている。設立のきっかけは、建設省荒川上漉
工事事務所（以下、荒れ）が毎年関他している「荒川懇談
会」の席上、漉域での連携を市民団体が呼びかけ、それに

匹夕

全長
面積
人口
源流
河口

　　１７３　㎞

2.940　㎞２
1,3 00　万人
埼玉県大滝村
fsiaiKs即題

対し荒上が賛同したことによる。1995年10月より毎年、市民が主体となって「荒川流域ネッ
トワークシンポジウム」を開催している。

【屁旅】

　　參加団体（51団体・企業）

　（各団体から１名以上の実行委以が参加）
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〔事務局〕

〒355-0017
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年５回収皮闘催

拡大事務局会議含めて
月１回以上関催
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＜活動内容＞

○荒川漉妓ネットワークシンポジ
　ウムの開催（毎年11月）
○流域の一斉水質調査の実施
○川辺環境調査の実施、各河川・
　湖沼の見学
○荒川本流の川下り（98年8､9月）
Ｏr荒川流域ネットワーク・ニュ

　ース」「事務局二１-ｽ」の発行
○荒川流域ネットワーク音楽祭の
　開催（97年9月）
○熊谷プレイベント（98年10月芋
　煮会など）の開催
Ｏ水質調査マップ、水質浄化を目

　指しまとめた「荒川漉域水質浄
　化大作戦」（おかあさんたちは
　ゆく第１弾）、荒川漉域ネット
　ワークを紹介するリーフレット
　などの発行
〇参加団体への訪問、勉強会
○行政との打合せ、陳情

埼玉県東松山市松葉町3-2-5　まっやま官房内　�&FAX 0493 22 4162
　代表；恵小百合　　事務局艮；清水洋子　　常任事務局；山本正史

【ﾎﾟｲﾝﾄ】

　　○ゆるやかな連帯組織

　　○コミュニケーションの場づくり
　　　自治体の担当者をできるだけ引っぱり山して、いっしょに対応していかなければ水質の
　　　浄化や川辺環墳の保全は難しい。

　　ｏ市民環境団体による自主的運営へのこだわり



　　　　　　　　　　　河川法改正について（ｏょ、な）

３、河川整備叶画制度の改正

　これまでの河川法では、河川管理者は水系ごとに「工事実施基本計｛｝を決めることに

なっていましたが、今回河川法が改正されてからは計画の中でも河川の基本になることが

ら「河川整術基本方針」と河川整備の只体的なことがら「河川整備計両」とに別けて考え

ることになりました。

　河川整備計肖については具体的な川づくりが分かるように、地域の意向が反映されるよ

うな手続きが行われることとなり、河川整備基本方針については今までに1111実施基本計

画で決められたことがらを河川管理者が全国的な整備バランスを保ちながら水系令体を考

慮（基本高水、ダムと河逍への分配、主要地点の主要地点の計画高水流量等）しなければ

ならないとされました。

　河川整悄叶両は、河川整備基本方針に沿ってＥ事を進める区間について、具体的な計両

として河川整俯計画を決めなければならないこととされています。

４、河川整備計百を決める手続き

　河川整備計両を決める手続きは目的改

正と並んで、地域とつながりを持った河

川行政のための規定として、河川法改正

の大きなポイントです。

①学識経験者、地域住民の意見を聞く

　　河川整備計画を作る段階で、学識

　経験者の意見を聞いたり、公聴会を

　開催して地域の愈見を反映するよう

　にしました。

②地方公共団体の長の意見を聞く

　　さらに決定した河川整備計画にっ

　いて、都道府県知事又は、市町村長

　の意見を必ず聞くようにしました。

③公表

　　河川整備計両は、河川整備簾本方

　針と同様、新たに「公表」すること

　が義務付けられました。

・河川整備計画策定手続きフロー

　　河川整備計画

　　　　　･･･ｶ･

河川li事、河川の維持の内容

-r:frirふ-r-･

原　案

ゝ

　　意見

←学　識　経験者：

　　意見’　　　　　　　　　″

/　　　　　●Jt･壹き入J●xnnAlsJ、●φ・
Ｘ ｀恥lz･こ｀″'JmifE'A C Iヽ

よる住民意見の反映

／

河川整備計画の案の作成

へ

　　意見

匹地方公共団体の艮：

Ｘ　　　　　・　　　　　　　　　　　　ｊ

／

河川整備計画の決定

Ｘ／

計　画　の　公　表

-

エ事の実施、河川の維持

(建設省荒川'ド流工事事務所調査課)

「川に学ぶ」社会をめざして

BASH HIS Tol

一川を活かした環境教育の推進-

　　　　　　　　　　　　　建設省河川環　　建　　　官　足立敏之

１。川と人とのかかわりの再構築

　JIIは、かつて、自然体験の場として重要な

役割を果たしてきましたが、最近では、ふだ

んの水量の減少や水質の悪化、必要以上にコ

ンクジートを主体とした整備を逃めてしまっ

たことなどにより、人とJ11との関わりが薄れ

てしまりています。

　しかし、川は水と緑のオープンスペースと

して、さらにはスポーツやレクリエーション

の場として魅力ある空間であり、最近では豊

かな自然の残された貴重な空間としても評価

が高まっています。

　このため、建設省では河川Ｓ境整備事業な

どにより親水空間の整備を進めるとともに、

多自然型川づくりなどにより自然と岡和した

川づくりを進めるなど、潤いとふれあいのあ

る水辺空間の整備を進めてきました。

　また、ソフト面でも、中学生、高校生、一

般の方々を対象として水生生物を指標とした

水質調査を実施するなど、人とJIIとの関わり

が復活するよう、さまざまな取り組みを行っ

てきています。

　さらに、河川環境保全モニター制度や河川

愛護モニター制度を設け、河川環境の保全に

市民の皆さんの参加をお願いしています。

　なお、このような動きに合わせて、水に関

わる地城交流活動や河川愛護活動、小中学校

の川の副放本の作成等を行っているＮＧＯ等

各種団体に対し、河川整備基金による助成も

行っています。

２。川における環境教育への取り組み

　建設省では、平成８年度から、河川が子供

たちの遊びの場、自然体験の場となるよう

　「水辺の楽校」プロジｓクトを進めています。

　この施策は、豊かで安全な水辺を、地域の

ボランティアやＮＰＯの方々と協力しながら、

子どもたちの遊び場として活用していこうと

いうもので、現在までに、全国の１ ５４市町

村、１６０ヵ所で登録を終えています。

　さらに、本年８月には、文部大臣、建設大

臣、環境庁長官の３大臣が合意して、「子供

の水辺」再発見プロジｘクトを推進していく

ことが決定されました。

　このプロジｘクトは、西暦2 0 0 2年に実

施される完全学校週５日制への移行に対応し

て、子供たちの遊びや自然体験の場となる川

を「子供の水辺」として選定し、その利用の

推進を図ろうというものです。その選定に当

たっては、河川部局・教育委貝会・環境部局

等が連携して水辺を調査・点検し、ふさわし

いものを登録するというもので、現状の水辺

の利用を基本とし、必要に応じて「水辺の楽

校」など既存の制度を活用して整備を行うこ

ととしています。

３。「川に学ぶ」社会をめざして

　建設省では、川を活かした環境教育につい

て検討を行うため、河川審鏃会にり||に学

ぶ」小委貝会を設置して検討を行い、本年７

月に報告をとりまとめました。その報告では、

　①人々の関心を高める魅力ある川

　②川に関わる広範な知識・情報の提供

　③JIIに学ぶ機会の提供

　④川に学ぶ社会に向けて必要とされる主体

　　的・継続的活動

等が必要とされています。

　今後はこの報告を受けて、「川に学ぶ」杜

会の実現に向けて具体的な検討に入り、さら

なる推進に取り組むこととしています。
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北川かっぱの§の川ブきあい活動と市§がつくった北川復元プラン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北川がつばの§　世話人　宮寓　錐和

　「第１回川の日ワークショップ」で全国の名だたる名川をおさえ、新河岸川水系で唯一“いいIll"ペスト10に

入選した（｜?）北JIIです．北川は源流を多摩湖（村山貯水池）に持ち東村山市を涜れる小さなJ11です．かつて;ii

で遊んだ大人たちの思い出はコンクリートで密閉され住宅地を流れていますが、流域には「となりのトトロ」の舞

台の八国山や、田んぼと湿地のたたずまいの北山公園もありのどかな自然も残るよい所です．
　‐●･-･-　　－　－
　北川かっぱの会は４年前の発足以来、北川の清流復活、流域の自然保全・再生を夢見て．様々な「川づきあい活

動」をしてきました．会員は４年間で】70名になりました．川をよく知り、川と遊び、様々な人々と川談義を皿ね

てきました．カヌーでは野遊び好きの人が参加し、学習会では勉強熱心な人が、川そうじは体を勁かすことが好き

な人が参加します．また、「会費だけでも」という方もいます．できる範囲で参加してもらうことが基本と考えて

●-S_L　●･aI－●-a･一一“-‘･s　‾　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-一一、--･－－－－がダ'---●w ax7'－7Xf●.ゝ .います．川そうじは毎回約１５０名の参加で８回目を数えます．毎年夏には、子供も大人も楽しく遊ぽうという趣

旨で「わんぱく夏まつり｣を開催しており、３回目の今年は2､000人が参加し、カヌーやザリガニ釣り、夜の映画

会など盛況でした．市行政や市内諸機関･団体の他、建設省の後扱も頂いています．

　活動を通じ「昭和30年代までは数ｍの淵があり小魚を捕まえた」など新たな発見があり感動を呼びます．これ

らは北川復元を考える際に有益な情報です．川づきあい活動は北川復元のためのワークショップなのです．
　－●ｔ－●_　－　－　’
　これらを経て今､私達が口指すべき北JIIの具体像が次第に見えかけています。そこで､市民自ら「北川復元プラン」を策定

し行政に提案しようと､北川復元プランを策定しました。プランの中では、北川の現況や原属景、川に対する思い等を分

析し目指すべき方向性を整理した上で、それを奥現化する手法を検肘し提案しています。行政の中にも“北川をよ

みがえらそう”という声が高まり、市民プランに注目が巣まっています。

【北川復元の基本コンセプト】

駈j　lj　哩j　り!1　自　自　坦丿　琶j
ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾｀ｉ

瓜目川．落合川

W a　ｌ　ｃ　ｈ　ｉ　n　ｇ

　２月6B≪H9時

に　審４奢嗇SIli
ロヘ黒目川浹城川づくりのメンバーが朝霞・折庫から集ま

　りました。

　　川づくりのメンバー以外に、地元タウン誌と広報誌のお

　出かけ情報を見て、初めて参加した方々を含め２０名を超

　えて、第２回のWa I c t i n K (Siて歩き）がスタート

　しました。落合川のいこいの水辺からの観察会となりまし

　た。野烏の観察が今回のテーマです。まずオナガガモ・カ

　ルガモはすぐ側の水辺までよりつき、参加者の姿に対して

　1､動じる事なく餌を探していました。初冬の川辺ですが幼

　児を連れて散歩してい　　　　　る親子も楽

　しくカそ遠

　を見て　　　　‘　　　　　　　　．・，　．．．

戈　　　　　　　　　　　　　．．　１ｉ‥　‥

　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　・　　　　　　　　４

　Ｆ　・　●●　●　　　　　　　　　　●　　　●　　●Ｉ
　　　　　　　　　　Ｊ　　ｒ　・　　　　　．１
　Ｓｉ

;　｀　．．　　　’．　　：　　･

｀゛　　’．いました

　　　　　　　　　t　　　i　　　　゛.　　　　　　　　　　　’･ti’.､j・’落合川の下

　　　　　　　ｌ　ゝ－　’゛　｝ｙ，　゛ｔ　｀
　　　　；’、ｒ　’！．　　　･．， １　威不動湧水をへ　　　　　　　．．　　、　　一

　　　　｀　．．．゛’ｒｉ’ W"' z、江戸時代に鷹狩り

　　　　a’ ’‘’ ，’lj゛ の場であ‘゜た殿殿堀りの跡地

　　　　　　、．　｀　を見てから、黒目川の合流点へ向いま

　した。子供を水辺ぺに１と計画工事された、新座市の栗原

　の麗水工事現場を落合川のいこいの水辺との比較が出来ま

　した。午後は黒目川の申流域の大円寺を訪れました。住職

の話では、２０年前までは、寺の周辺は、湧水が数多くあ

りたが、la在は、地下水位が低く雨の多い時に湧き出す時

が有るとの事でした。

　現場観察の後、マップづくりの作業としました。

　二本の東久留米の川には河畔に木々が少なく烏遮には良

い環境では無いと話が出て今回の見て歩きは終えました。

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀3

　　黒目川を市民の水辺に

　黒目川の改修工事が退んでいる中、秋には朝婁で地域の

人や中学生、大学生など多くの人々が集まって、２回のシ

ンポジウムが闘かれました。

　９月の１回目には、実際に水辺の楽校を作った横浜市舞

悶小学校の元校長と、建設省河川環境課長補佐が水辺の楽

校について、１１月に行われた２回目には建設省河川計画

調整官が、これまでの川づくりが川へのお客さんをなくし

てしまったという反省に立、てのお話をされました。

　お話のあとは、地元町内会の方を交えたパネルディス力

ッシ●ンとなりましたが、子供たちが人、て達べる川にす

るには、行政まかせではなく地域の人達も計一段階から参

加し協力することが大事なのではないかというのが、参加

したみんなの共通の気持ちでした．

-一一一一

耽 ツ乃県 り 刄‾原 き
　不老川流斌川づくり市民の会では、今年度の中心的活動

として「不老川川づくり・まちづくりマ・プ」を作りてい

ます。前年に作りだ上・下概２枚の素（？）地図を持･･て、

毎月１回以上川歩きを行ない、水質・水量・護岸のようす

・まわりの自然等の観察を行ない、堵一に落としていきま

す。おかげで不老川の良い所、悪い所、提案したいアイデ

ィアなどいろいろ見えてきて、ますます川がいとおしくな

りてきた今日この頃です。これからは、まとめの時期で、

完成は来年５月の予定。素地図も散策等には十分お役に立

つと思います。欲しい方は、当会代表相馬(042-96

5-174 1)に御連絡下さい。

　　　　　不老川流域川づくり市民の会　　丸橋　かほる

北川の自然の営みを鎚らせ、魚や鷹、昆虫専の在来の生き物を雍む豊かで清らがな流れを取り戻し、“が

つぱ“が’・んでい芝原震乗を復元する。芒して９供漣が川遊びから多＜を学び、地域の人々の賃やがな

交流を育む、芒んな北川との川ブきあいを発ｌきせ、次代に菱を込め受け繩いでゆく。

【復元プランの主な提案内容】

゜］ﾝｸﾘｰ1ヽ護岸をできる諮り土手1こ復元する

゛落差工を魚が行き来できるように改Ｓする

゜川を部分的に蛇行させ瀬や潮を回復する

゜北山公�と一体となった河畔をつくる

゜水際の錐物の冑生と流れを多鎌化する

゛護岸を改自し湧水環塊を詣復する

゜流域の自然瑠璃を侃全し咄畔劾でﾈ外9-ｸする

゜北山Xjl脇の土手で水辺の奈絞を実現する

゜流域に降水浸透施設のａ及を促燈１'る

゜多摩湖がら維持流量の放流を鏡町する

゜北川とのつきあいを活畦化する

゛子供達の川霞びを貝守る仕組みを作る、他

　現在この成果を本にしようと編集作業を進めており、この通信が発行される頃には刊行できている予定です。

多くの人に銃んでもらいたいと思っていますので、ご興味のあるお方はぜひお問い合わせ下さい。

【北川復元プラン問合せ先】北川かっぱの会　三島：東村山市野口町3-11-8　TEL4FAX　042-391-2365
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新河岸川流域イベントスケジュール

１月２４日【日】
　斜面林の手入れとお楽しみ会
　　占木巾柏瞭jふれあいの森　9:00
　　11催　エコシテ,1志木
ｌｊ１２４日（日）
　トトロの塁鳩峯公園ビオトーブづくり
　　所沢市久米水天宮　9:30
　　土催　おおたかの森卜うスト
１月２４日（日）
　三富の雑木林を守るつどいｌ
　　中富伊勢丹配送センター前　10:00
　　ｔ催　埼玉県

１月3 1 B (日）
　新春シンポジウム
　ーきらめく川たち一
　　溝演　岡村直一氏
　　東久留米市中央図i!乍館　13:30
　　E仙　m＼川流域川づくり懇談会
　　問合せ0424-91-1204佐藤
２月１日（月
　さいたま環

）
壇フｔ－ラム

　　講演「有害化学物質と対策」

　　さいたま共済会館　10:30

　　主催　県環境科学国際センター

　　巾込み048-830-7325 Htﾝﾀｰ讐･i

　　　eU 048-S3卜6159

2月６日（土）

　柳瀬川・東川源流歩き現地懇談会

西武線丙武球場前　13:00
ｔ催　柳瀬川流域川づくり市民

　　懇談金　所沢ブロック
　　問白せ0429-44-0919鈴木
２月６日（土）
　川を知る講座第６目
　一水循環へのまなざしー
　　講師　小ｎ紀雄氏
　　東村山市ふるさと歴史館　14:00
　　主催　爽村山市水と緑の市民Ui
　　予約042-393-5111 ･･緑と公園－
２月７日（日）

　河川愛護文流会
　　埼玉教育会館　13:00
　　主催　県河川課
　　111込み（１月２２日まで）

　　　　　048-S30-5135
　　　　1U 048-830-4X65

新河岸川ﾌｫ

２月７日（日）

　森の作業と炭焼き
　　西武線人曾駅東口交番前　9:00
　　主佃　おおたかの森トラスト

　　問合せ048-6-15-0570生態系保護駁
２月1 3B (土）
　新河岸川フｆ－ラム’99
　　9:00から４つのコースに分かれて
　　フｆ－ルドワーク、午後は和光市で
　　ワークショッソ
　　主催　新河岸川流域16tm協萬会
　　申込み0<8-47<-3504 U-ntK
２月１３日（士）
　小手指の真のゴミ拾い
　　西氏線小Ｔ指駅巾口交番哨
　　主催　おおたかの森トラスト
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9:50

　　土催　新河岸川水系連絡企

　　悶介せ0≪-474-27≪5藤＃

３月２０日（土）

　柳瀬川流岐フォーラム

　　所沢市松井公民館　13:00

　　東京都、埼玉県　共催

　　111込み03 5388 3505 FAX 03 5

　　3SX-1378　東爪都辺境保令局水

　　質保令郎

　　巾込み048-830-3077 FAX O祁-

　　830H772　埼‾EI､!人気水質課

３月２７日（土）

　大森一節池のどんぐり櫨樹

　　埼玉桐生一系侃;費協ｎ入間支部

　　不老川流域.･11づくり市民の会

　　連絡完：日lt M?9-e3-7394

県立飯能寓校公開講座
　１月１７日（日）

１月３１日（日）　jｙ
2月　７日（日）　〃
「だれでもできる身近な地下水の調査」
　巾込み　0429-73-4191飯能高校
　　　　　　　　　　　　倉川先生

水循環が生きる里川づくりﾜｰｸｼｮｯプ

懇懇惣瑚‰

13日(±)HI

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●･●●●●●生き物から見た水楯瑞　　　　スタード
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　見て、lllいて、少いて感じたことや他

の人にも伝えないこと、こ11からのri

や参加占･Sy集のむ知らせ、チラシなど

を郵便またはドＡＸでお送りください。

R351朝霞11､朝心ケH: 3-4-2-201

1

1

1

1

1

1

匡石弓ごゴ

あなたのq!川を考えよう！
（
。。μjごj‰。）

．具で．・ヽｔこt. ･Atこａ●ブルー／「

コ●ン鵬し●ｔヽ. xat輔1こして（ζ’11･

　　島●念力jj●舞欄してくｔ●ぃ

５う　　　　・

水循環はひずかいしテーマかな！

　　　　各グルーブごとの　　/ *9.ぱ。ｕｔ）

　　い｀ljl‘■><･imnAm・置讐や･a ≫. fiiienniarc

　　　　ク鳥－プT≫eJEたこttRMI.で4X･ls･.
　　　　　　　l･^Mi^≫ ●●・て

　　　　　　　　　　　　｀－

市民ff志による地域交流会

　　　（里lll交流會）

　　　　Ｉ置闘十●置戸唇勣き
　　こlミこ】ｔ－シ・ンつ（･Illfる場で１．

　　ｆひ．為匍･j會1･Sこ＠ワてくtXl'.

゛1リII　山'ltの人の営みに関わり深い飢峨を武十､i蒙として■'Uiirを間きます．と同じように

　　　‘人の生活にllわ|}深い、身近にある111‘を｢IIり||.｣と叶んでいきたい.、

　　　一山よこ．川■)ik.ii.i'-U^X-,fiik>A'i(nx-r. r^y'^a, ^

【クサガメ
Ｉ
Ｉ
．
ｊ

　　　　轍埼玉県生態系保護協会

　　　　　　　　　　　　堂本　泰章

　水辺は北の国からやってきた様々な種

類のカモたちでにぎやかに彩られていま

す。その一方で、夏の同上手の草原を軽

快に走り回っていたカナヘビも、水辺で

のんびりとひなたぽっこをしていたクサ

ガメの姿も見あたりません。彼らはいっ

たいどこに行ってしまったのでしょうか？

　カナヘピは落ち襲などの下に一一Ｊて冬

越しをするといわれていますが、クサガ

メは水の中で、それも冬の岡凍ってしま

わないように水凍の深い場所で、水底の

泥や落ち葉などの巾に潜って冬越しをし

ています。

　ところで、クサガメが肺呼吸を行う一

虫類の仲間であることをご存じの方は、

不以議に思うかも知れません。つまり、

　｢水而が凍ってしまうと息ができないの

ではないか？１ということです。ご心配

なく。水生のカメである彼らは、肺呼吸

のほかに補助的に皮膚呼吸ができ、休の

活性が非常に低くなる冬は、空気にふれ

なくても水中で過ごすことができるので

す。

　クサガメは、冬眠場所である池や川の

淵のはかにも、彼らが安心して産卵する

ための上の場所や、外敵からおそわれや

すい了;ガメの時期に必要な水卓の戊みな

ど、様々な自然の空問を必要とします。

また、クサガメは普段住んでいる川など

から少し離れた場所で産卵することが知

られています。つまりクサガメが生きて

いくための決め-Fは、普段住んでいる水

辺からクサガメが産卵する場所まで、カ

メが歩いて移動できるような連続性があ

るかどうかなのです。こうした連続性が

あってこそ、秋に産み落とされた卵から

孵化したクサガメの子どもが、そのまま

産卵巣の中で越冬し、ｉ!年の存を迎えて

地上にはい出してきたときに、生只地で

ある水場にたどり着くこともできるので

す。

　親ガメと子ガメが並んでひなたぼ、こ

をしている・・・わたしたちの地域でも

こんな光景のある夏が、また来るでしょ

うか？

　それは、ぽかぽかと暖かい季節を迎え

るまでのお娶しみです。

　　　　　　　　　　　　　尨
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